
第５回 学校運営協議会（学校関係者評価委員会）記録 

日時 令和 5 年 1 月 31 日（火）19 時 

記録 堀尾 恭子 

1 開会の言葉     （PTA 会長） 
 

2 会長挨拶      （会長 池田多津子） 
今年度は、学校行事などに参加する機会が増え、子ども達の姿を見る機会が多くありが 

たかった。これからも、サポートできることを考えていきたい。 
 

3 学校関係者評価委員会     （事務局） 
(1)  学校評価の説明 

別紙 

 
   ア 児童の評価 
    ・ 全体的に評価はまあまあ良い。特に、「立間地域が好きになった」という項目

は前回よりポイントを上げている。これは、今年度地域の人と一緒に活動する機
会が増え、地域の皆さんと触れ合うことによって、自分の住んでいる地域がいい
ところだと築くようになったのではないかと思われる。 

・ 「進んで読書をしている」項目は、ポイントを下げている。学力向上にもつな
がるので、今後読書好きの子どもが少しでも増えるような工夫をしていくのが
今後の課題である。 

 
イ 保護者の評価 
・ 挨拶や、安全教育・防災教育、情報発信については高い評価を付けていただい

ている。今年度は HP などいろいろな方法で情報発信をしているので、伝わって
いるのではないか。 

・ 読書習慣については、前回に比べると上がっているものの、他の項目と比べる
と評価は低い。これは、家で読書をする姿を見ていないからではないかと思われ
る。これからも、読書の習慣がつくよう工夫をしていきたい。 

・ 下校時刻をそろえてほしいという意見があったが、放課後の練習等がありなか
なか難しい。低学年だけの下校時には教員がついて行くなど安全面には十分に配
慮をしているので、これからも続けていきたい。 

 
ウ 学校運営協議会の評価 
・ どの項目も評価は高いものの、外遊びや交通ルールの項目は比較的低い。学校
では子ども達の様子が把握できにくいので、情報を教えてほしい。 

 

エ 教職員の評価 
〇確かな学力の定着と向上について 
・ どの学年もだいたい全国レベル以上の学力が身に付いているので安心してほし
い。しかし、国語の学習に課題がある学年もある。朝ドリルやタブレット学習な
どを通して学力を定着させていきたい。また、できる子とできない子の二極化が
激しいので、放課後補充学習などに今後も積極的に取り組んでいきたい。 

・ 郷土学習は少しずつ実を結んでいる。これからも、子どもの心に響くような活
動を継続して行っていきたい。 



〇生徒指導について 

・ 学校いじめ防止基本計方針は、本校のＨＰに掲載されているので見てほしい。 
・ 登校中の様子について保護者から情報提供があった。教師や大人の目が届かな
い時に問題があったようである。学校ですぐに対応をしたが、これからも教育相
談の機会を増やしたり情報交換の場を設けたりするなど対応を継続していきたい。 

〇地域との連携について 
・ 今年度は、地域の皆様をお呼びして行事を行うことができた。 
・ ちょこっとボランティアは大変助かっているのでぜひ参加してほしい。 
・ 学校のためにたくさんに方がボランティアをしてくださっているので、その存
在を児童に意識させたい。 

〇健康・安全について 
・ 防災フェスティバルで地域の皆さんや危機管理課や消防の皆さんにいろいろ教
えていただくことができ、児童の防災意識が向上した。 

 
(2)   質疑応答 
  ア コロナ対策について 

・ ５月に５類に引き下げられるが、子ども達の感染症対策はどのようになるのか。 
→ 引き下げられた後のコロナ対策については、教育委員会からの指示を待って
いるところである。学校としては、できるだけ元の学校活を取り戻したいと考
えている。 

 
(3)   意見交換 

ア 道路の横断時、横断歩道までいかないで渡っている子がいる。 
イ なかよし広場では地域の各種団体の皆さんに手伝ってもらい活動している。子 
どもたちと地域の人たちとの交流の場になっている。 

 

4 本年度の学校経営を振り返って  （学校長 坂本新一郎） 
別紙 

(1)  コロナ対応について 
・ 感染不安がある中、保護者の皆様には感染拡大防止に努めていただき大変ありが 
たかった。 

(2)  防災教育について 
・  来年度も継続して行い、できれば１１月の学習発表会の時に防災発表会を行えた 
らいいなと考えている。 

(3)  小学校の統合について 
・ 市から正式に学校の統合時期の変更が発表された。小学校では統合に向けて５校 
合同遠足をするなど、子どもたちの交流の場を計画している。 

 
5 その他 

今年度最後の学校運営協議会だった。来年度も子ども達のために支援をお願いしたい。 

 

6 閉会の言葉    （学校長 坂本新一郎） 
 統合が令和７年４月に伸びた。２年後に伸びたことをチャンスととらえ、さらに地域と 
の連携に努め、統合後も地域の皆さんとつながっていけるよう今後も活動していきたいの 
で協力をお願いしたい。 

 


